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１．人口・世帯数動向

人　　数 前年同月比 前　月　比 世　帯　数 前年同月比 前　月　比

中 心 部 9,710 -2.15 -0.09 4,011 -0.81 -0.07

東 部 地 区 14,448 1.41 0.15 5,671 1.72 0.01

西 部 地 区 10,819 -0.39 -0.06 4,033 0.69 0.14

駅 南 地 区 6,388 -0.38 -0.29 2,691 0.93 -0.03

半 田 地 区 3,612 1.28 -0.55 1,350 2.66 -0.73

横 山 地 区 5,700 0.74 0.45 1,866 1.41 0.32

茨 目 ・ 田 尻 地 区 6,961 1.00 0.18 2,329 2.05 0.30

荒 浜 地 区 5,132 -1.61 0.19 2,000 -1.18 0.05

そ の 他 地 区 21,118 -1.15 -0.13 7,190 0.20 0.00

西 山 町 地 区 6,320 -1.92 -0.03 2,131 -0.69 -0.18

高 柳 町 地 区 1,968 -2.52 0.05 844 -0.23 0.95

柏 崎 市 計 92,176 -0.46 -0.01 34,116 0.58 0.03

刈 羽 村 4,947 -0.54 0.06 1,546 0.32 -0.06

小 国 地 区 （ 長 岡 市 ） 6,474 -1.35 0.00 2,153 -0.41 -0.04

出 雲 崎 町 5,244 -0.92 -0.15 1,817 -0.49 -0.05

合        計 108,841 -0.54 -0.01 39,632 0.46 0.02

２．労働需給状況

柏  崎 県 柏  崎 県

月 間 有 効 求 人 681 -34.39 0.14

月 間 有 効 求 職 者 2,134 111.91 -1.61

月 間 有 効 求 人 倍 率 0.32 0.34 -0.71* -0.38* 0.01* 0.02*

*印は差し引き計算

  景気の同時指標である柏崎職業安定所管内の労働需給状況は、有効求人・求職状況（パートを除く常
用）では、月間有効求人数が６８１人と前年同月比で３５７人、３４．３９％の大幅な減少となったも
のの、前月比では１人、０．１４％と僅かに増加している。
　一方、月間有効求職者数は２，１３４人と前年同月比で１，１２７人、１１１.９１％の大幅な増加
となったが、前月比では３５人、１.６１％と減少している。
　以上の結果、月間有効求人倍率は０．３２倍と前年同月比で０．７１ポイントと大幅に下回り、前月
比では０．０１ポイント上回ったが、県平均０．３４倍に対しては０．０２ポイント下回っている。
　また、新規求人・求職状況（パートを除く常用）については、月間新規求人数が２４６人と前年同月
比で１１９人、３２．６０％の大幅な減少となったが、月間新規求職者数は３４０人と前年同月比で７
３人、２７．３４％と増加した結果、月間新規求人倍率は０．７２倍となり、前年同月の１．３７倍に
対して０．６５ポイントの大幅な悪化となっている。

柏崎職安
前  月  比

（資料出所 ： 柏崎公共職業安定所）

【単位 ：　人、世帯、％】

　地域全体の人口動向は、前年同月比では引き続き全ての市町村・地区で減少しており、柏崎市で４２
９人、０．４６％、刈羽村で２７人、０．５４％、小国地区（長岡市）で８９人、１．３５％、出雲崎
町で４９人、０．９２％とそれぞれ減少し、全体では５９４人、０．５４％の減少となった。
　また、前月比においても、刈羽村で３人、０．０６％の増加となったものの、柏崎市で１３人、０．
０１％、出雲崎町で８人、０．１５％と減少したことから、全体では１８人、０．０１％の減少となっ
ている。
　一方、世帯数は、前年同月比では小国地区で９世帯、０．４１％、出雲崎町で９世帯、０．４９％と
減少したが、柏崎市で１９８世帯、０．５８％、刈羽村で５世帯、０．３２％と増加した結果、全体で
は１８５世帯、０．４６％の増加となった。
　また、前月比でも、刈羽村で１世帯、０．０６％、小国地区で１世帯、０．０４％、出雲崎町で１世
帯、０．０５％と減少し、柏崎市で１１世帯、０．０３％と増加した結果、全体では８世帯、０．０
２％の増加となっている。

地　　区　　別

（資料出所 ： 柏崎市、各市町村）

人　　　　　口 世　　　　帯

前年同月比

【単位 ：　人、倍、％】

新潟県



３．建築確認申請

件　数 前年同月比 前　月　比 件　数 前年同月比

一 般 住 宅 （ 併 用 ） 42 -46 10 179 -244

共 同 住 宅 1 -1 1 4 2

事 務 所 1 -1 1 4 -1

作 業 所 ・ 工 場 0 -1 0 1 -8

営 業 建 物 2 -1 -4 15 -7

公 共 建 物 1 1 0 2 1

そ の 他 8 0 -7 48 -10

合       計 55 -49 1 253 -267

４．電力使用量

口　数 前年同月比 前　月　比 使　用　量 前年同月比 前　月　比

電 灯 65,337 -1.62 0.02 15,666 0.58 -0.70

電 力 11,280 -2.91 -0.17 39,732 -19.91 9.14

電灯は、家庭・道路照明・一般器機等に１００Vの電源。　　　　　
電力は、工場・スーパー・モーター動力等主に２００Vの電源。

５．ガス供給量・水道給水量

供　給　量 前年同月比 前　月　比 給　水　量 前年同月比 前　月　比

家 庭 用 843,321 -3.23 -22.79 713,856 0.00 -1.89

営 業 用 224,318 -7.46 14.21 126,222 -5.71 3.58

工 場 用 637,543 -21.13 13.75 154,130 2.27 0.80

官 公 学 校 用 403,746 -4.45 54.58 104,687 -2.00 15.01

そ の 他 118 -41.29 -47.78

合       計 2,108,928 -10.06 -0.06 1,099,013 -0.57 0.49

平成21年7月の年度累計

　建築確認申請の状況は、当月の申請合計が５５件と前年同月比で４９件の大幅な減少となったもの
の、前月比では１件増加している。工種別における主な増減は、一般住宅（併用）が前年同月比で４６
件と大幅に減少したが、前月比では１０件の増加となった。
　なお、工種全体の申請内容は、新築が２７件、増築が２２件、改築が６件となっている。また、一般
住宅（併用）４２件における市内・市外施工業者別の確認申請の状況については、市内施工業者が３０
件（うち新築１３件、増築１５件、改築２件）、市外施工業者が１２件（うち新築７件、増築２件、改
築３件）となった。

　柏崎地域でのガス供給量は、用途合計では前年同月比で２３５，８９５㎥、１０．０６％の減少、前
月比でも１，３８５㎥、０．０６％と減少している。用途別内訳を見ると、前年同月比ではすべての用
途で減少、前月比では家庭用で大幅に減少、官公学校用で大幅に増加している。
　一方、水道給水量においては、前年同月比で６，３７２㎥、０．５７％の減少、前月比では５，３９
６㎥、０．４９％の増加となった。用途別内訳を見ると、前年同月比では家庭用、工場用を除くすべて
の用途で減少、前月比では家庭用、その他を除くすべての用途で増加している。

【単位 ：　件】

（資料出所 ： 東北電力㈱柏崎営業所）

（資料出所：　柏崎市建築住宅課）

（資料出所 ： 柏崎市ガス水道局）

  契約口数は、電灯が前年同月比で１，０７７口、１．６２％の減少となったものの、前月比では１４
口、０．０２％と増加している。一方、電力は前年同月比で３３９口、２．９１％の減少、前月比でも
２０口、０．１７％の減少となっている。
　使用量は、電灯が前年同月比で９１千kwh、０．５８％の増加となったものの、前月比では１１１千
kwh、０．７０％と減少している。また、電力においては、前年同月比で９，８８３千kwh、１９．９
１％の大幅な減少となったが、前月比では３，３３０千kwh、９．１４％の増加となっている。

水　道　給　水　量ガ　ス　供　給　量

使　用　量

【単位 ： 　口、千kwh、％】

契　約　口　数

【単位 ：　㎥、％】

当　月　の　申　請



６．北陸自動車道利用状況

台　数 前年同月比 前　月　比 台　数 前年同月比 前　月　比

柏 崎 94,512 -5.00 13.49 100,380 -3.71 13.78

西 山 51,933 -19.56 12.96 48,672 -21.15 15.15

米 山 27,541 -12.16 25.37 25,929 -11.58 24.02

合 計 173,986 -10.96 15.05 174,981 -10.40 15.58

７．市内民間金融機関預金・貸出金残高

残　高 前年同月比 前　月　比 残　高 前年同月比 前　月　比

末 残 358,643 1.35 -0.96 146,370 2.10 -0.52

平 残 359,595 1.70 -0.69 144,558 2.43 -0.09

８．市内手形交換高

枚数/金額 前年同月比 前  月  比

交 換 枚 数 36,965 582.13 -3.83

交 換 金 額 21,537 376.90 -21.93

不 渡 り 手 形 枚 数 78 0.00 -4.87

不 渡 り 手 形 金 額 73 0.00 24.17

入　     口 出　     口

　柏崎手形交換所は、平成２１年３月３１日に廃止となり、新たに平成２１年４月１日から長岡手形交
換所に統合されたため、平成２１年４月分から長岡手形交換所による計数となっています。なお、前年
同月比については、平成２２年３月分までは柏崎手形交換所との比較になります。
　長岡手形交換所における手形交換高は、交換枚数が前年同月比で３１，５４６枚、５８２．１３％の
増加、前月比では１，４７５枚、３．８３％の減少となった。また、交換金額は、前年同月比で１７，
０２１百万円、３７６．９０％の増加、前月比では６，０５０百万円、２１．９３％の減少となってい
る。なお、不渡手形は７８枚、７３百万円発生している。
　法的整理（負債１，０００万円以上）による県内企業倒産６件（前年同月５件、前月１０件）、負債
総額４２億円（同１３億円、同２６億円）、１件当たりの負債額７億円（同２億円、同２億円）となっ
ている。地区別では、下越地区で２件（新潟市２件）、中越地区で３件（三条市１件、小千谷市１件、
南魚沼市１件）、上越地区１件（柏崎市１件）発生している。業種別は製造業３件、販売業１件、サー
ビス業２件となり、倒産原因については、販売不振５件、売掛金回収難１件となっている。
　当月の企業倒産は６件、負債総額で４２億円と前年同月比では件数で１件の増加、負債総額でも２９
億円の増加となっている。なお、負債総額１０億円以上の大型倒産は３件発生し、月別の負債総額では
今年最多となった。
　県内経済は、底入れの動きがみられるものの、引き続き悪化している。企業収益、景況感は悪化して
おり、雇用面は引き続き厳しい状況のなか、個人消費も弱い動きとなっているなど、今後の先行きしだ
いでは、倒産件数がさらに増加していく状況が懸念される。

（資料出所 ： 長岡手形交換所）

（資料出所 ： 柏崎市産業振興部観光交流課）

預　      金 貸　出　金

  柏崎地域の物流指標となる高速道路出入口の交通量は、入口が全体では前年同月比で２１，４３３
台、１０．９６％の減少となったものの、前月比では２２，７７１台、１５．０５％と大幅に増加して
いる。
　一方、出口においても、全体では前年同月比で２０，３２９台、１０．４０％の減少、前月比では２
３，５９１台、１５．５８％の大幅な増加となっている。
　インター別で見ると、前年同月比ではすべてのインターにおいて入口・出口ともに減少しており、一
方、前月比ではすべてのインターで入口・出口ともに大幅に増加している。

  預金は、末残が前年同月比で４，７９４百万円、１．３５％の増加となったものの、前月比では３，
４８５百万円、０．９６％の減少となっている。また、平残も前年同月比で６，０３０百万円、１．７
０％の増加、前月比では２，５２２百万円、０．６９％と減少している。
　一方、貸出金においても、末残が前年同月比で３，０１６百万円、２．１０％の増加となったが、前
月比では７７６百万円、０．５２％と減少している。また、平残も前年同月比で３，４３６百万円、
２．４３％の増加、前月比では１４２百万円、０．０９％の減少となっている。

【単位 ：　百万円、％】

【単位 ：　枚、百万円、％】

【単位 ：　台、％】


